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オートヒンジＡＦＤシリーズは、
環境温度が変わっても防火ドアの閉鎖時間の変化を低減し、

閉鎖金物としての安全性がより高まりました。

主な改正の概要(国土交通省告示 第1392号)

閉鎖作動時の運動エネルギ－（（1/2)MV2）が10Ｊ（ジュ－ル）以下で
あること。
Ｍ：防火設備の質量（kg）　Ｖ：防火設備の閉鎖作動時の速度(m/s)

当該防火設備の質量が15kg以下であること。また、質量が15kgを超
えるものにあっては、水平方向に閉鎖するもので閉じ力が150Ｎ以下
であること。もしくは周囲の人と接触した場合に5ｃｍ以内で停止する
こと。
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AFDシリーズ

【温度依存性】
機器に緩衝油が使用されており、環境温度の変化により閉鎖速度が変わる傾向
があります。
この環境温度（－１０～４０℃）により変化する閉鎖速度の影響を表します。
AFDシリーズは、環境温度による閉鎖速度の変化を低減し安全性を高めました。

防火ドアの安全性確保のため戸先閉鎖力（150N以下）の確認とともに
閉鎖時間による運動エネルギ－が10Ｊ（ジュ－ル）以下の安定的な確保
が必要となりました。

建築基準法施行令第112条第14項の改正によって、防火ドアの閉鎖・
作動時の安全性確認が義務づけられました。

周囲温度20℃にて、開扉角度90°から閉鎖までの閉じ時間を5秒にて調整した場合を示します。（当社比）

●環境温度変化による閉鎖速度特性

AFDシリーズ（温度依存性の向上）

中心吊概要

開き勝手は品名記号の末尾に右開きはR、左開きはLで表示します。
トップピボットのタイプは、開き勝手記号の末尾で以下のように表示します。
（M：ダブルシャフト式　B：ネジ式）
中心吊型1組は、本体、受座、トップピボット（2タイプ有り）、化粧ゴムプレート類からなります。
機種選定の際は、下記適用ドア早見図表をご参照ください。
固定式受座の取扱い：スライド受座で納まりが適さない箇所には固定式受座を用意しております。
本体のスプリング窓は両面にありますので逆窓型にも対応できます。（AFD-8KH～AFD-16Hまで）

ドア左右開き勝手記号
Ｌ：左開き
Ｒ：右開き

トップピボットのタイプ記号

品　　名 適用ドアサイズ（mm） 適用ドア 
質量（kg）

スプリング
セット方式

最大
開扉角度 表面色

WAFD-BAFD-M H D

800以下
1200

1400

1600

2200

3000

3500

50以下
100

130

160

240

410

650

標準
閉じ力

（N・m）
6.9

15.7

19.7

24.6

49.1

68.7

73.6

2000以下

2100

2400

2600

3000

36以上

40

45

50

55

巻込式
180°右
または

左一方開き

本体：シルバー色
　　　（メッキ）
右開き：レッド色
　　　 シールR表示
左開き：ホワイト色
　　　 シールL表示

左開き（L） 右開き（R）

ドア左右開き勝手
AFDー□□ー□

AFD-8KH-B

AFD-12H-B

AFD-14H-B

AFD-16H-B

AFD-22-B

AFD-30-B

AFD-35A-B

M：ダブルシャフト式
B：ネジ式

品名記号
8KH
12H
14H
16H
22
30

35A

AFD-8KH-M

AFD-12H-M

AFD-14H-M

AFD-16H-M

AFD-22-M

AFD-30-M

AFD-35A-M
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AFD-30AFD-22

AFD-8KH

AFD-12H
AFD-35A

AFD-14H

AFD-16H

ダブルシャフト
トップピボット 
NKOS型

ネジ式
トップピボット B型

ご使用の扉の大きさ（高さ×幅）か
ら品名をお選びください。

安全性確認のため運動エネルギー
を算出するには扉質量が必要とな
ります。

機種仕様一覧表

適用ドア早見図表

品名体系

AFD-Mシリーズ

AFD-Bシリーズ
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